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 【はじめに】近年、簡便且つ常時測定出来るようなセンサが求められており、電源を必要とし

ない自己給電型のバイオセンサの開発は重要な課題となっている。我々は導電性高分子薄膜

や金属微粒子を用いた局在表面プラズモンの制御や増強などに関する研究を行なってきてい

る。本研究では、局在表面プラズモン励起による増感効果を利用した、グルコース検出のため

の光電気化学センサの検討を行った[1]。金粒子を導電性高分子である PEDOT:PSS 薄膜上に堆

積し、光照射することでグルコースと金微粒子/PEDOT:PSS 薄膜間で起こる酸化還元反応によ

り検出を行うバイオセンサの構築を行った。 

【実験方法】3,4-エチレンジオキシチオフェン(EDOT)とポリスチレンスルホン酸(PSS)を純水

中でと混合し、EDOT:PSS 水溶液を用いて ITO 上で電解重合法にて PEDOT:PSS を製膜した。

さらに PEDOT:PSS 薄膜上にシード媒介成長法[2]にて電気化学的に金微粒子を堆積した。図１

1 のような測定系を用いて作製した電極の電位を制御し、光照射の有無によるグルコース濃度

変化による光電流の濃度依存特性を測定した。検出では、まずセル内を PBS 溶液で満たし、

グルコース溶液の濃度を変えて滴下していき、光照射有り無しでの 100 秒間の平均電流を測

定した。 

【結果及び考察】

図２に測定結果

を示す。光照射し

ている場合は、濃

度を増すにつれ

て光電流が増加

していくことが

わかった。これは

表面プラズモン励起によるフォトキャリアの生成により、グルコースと金微粒子/PEDOT:PSS

薄膜での酸化還元反応が促進され電流が増加されたことによると考えられる。各種堆積試料

での光吸収特性やグルコースと光電流の特性については当日報告する。 
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図 1. 測定系   図 2. 光照射有無での電流変化のｸﾞﾙｺｰｽ濃度依存特性 
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